
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県民提案の状況 

（令和２年度受理分） 
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令和２年度 県民提案の受付状況について 

（集計期間：令和2年4月1日～令和3年3月31日） 

 

１ 提案等件数 

 (1) 経年データ（平成28年度～令和2年度） 

    令和２年度の県民提案制度を活用した提案件数は３６件で、前年度より２件増加し

た（前年比105.9%）。県民提案以外（意見・要望等）は３９３件寄せられた。 

 

                               （単位：件） 

　　　　　平成・令

和

区分
28年度 29年度 30年度 元年度 2年度 前年比

提　案 21 34 27 34 36 105.9%

意見・要望等 128 118 167 124 393 316.9%

合　計 149 152 194 158 429 271.5%
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①教育に関すること

8.3%

②地域振興に

関すること

16.7%

③生活環境に関すること

19.4%

④危機管理に関すること

11.1%

⑤保健福祉に

関すること

16.7%

⑥土木に関すること

8.3%

⑦商工労働に関すること

5.6%

⑧農林水産に関すること

5.6%

⑨上記以外

8.3%

＜分野別の提案状況＞

 (2) 分野別の提案状況 

 

    県民提案の分野別提案状況は下記のとおりである。 
  
  
 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

（単位：件）

提　案　内　容 件　数 構成比

①教育に関すること 3 8.3%

②地域振興に関すること 6 16.7%

③生活環境に関すること 7 19.4%

④危機管理に関すること 4 11.1%

⑤保健福祉に関すること 6 16.7%

⑥土木に関すること 3 8.3%

⑦商工労働に関すること 2 5.6%

⑧農林水産に関すること 2 5.6%

⑨上記以外 3 8.3%

合　　計 36 100.0%
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～19歳 2.8%
20歳～ 2.8%

30歳～ 2.8%

40歳～ 22.2%

50歳～ 22.2%60歳～ 8.3%

70歳～ 8.3%

不明 30.6%

＜年代別の提案状況＞

２ 年代別の提案状況 

 

提案者を年代別に見ると、年代不明が１１件で最も多くなっており、次いで４０

歳代及び５０歳代が８件、６０歳代及び７０歳代が３件であった。         
 

                                （単位：件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

                     

  

        年代

性別
～19歳 20歳～ 30歳～ 40歳～ 50歳～ 60歳～ 70歳～ 不明 計

計 1 1 1 8 8 3 3 11 36

構成比 2.8% 2.8% 2.8% 22.2% 22.2% 8.3% 8.3% 30.6% 100.0%
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地域別 県 北 県 中 県 南 会 津 南会津 相 双 いわき 県 外 不 明 計

件　数 11 3 0 0 0 11 2 2 7 36

構成比 30.6% 8.3% 0.0% 0.0% 0.0% 30.6% 5.6% 5.6% 19.4% 100.0%

３ 地域別（各地方振興局管内等）の提案状況 

 

   提案者を地域別にみると、県北地域と相双地域がそれぞれ１１件と最も多く、次い

で地域不明が７件、県中地域が３件となっている。 

（単位:件） 

 

 

 

 

※端数処理の関係で構成比の合計は 100%とならない。 

 

 

 

 

 

  
県北 30.6%

県中 8.3%

相双 30.6%

いわき 5.6%

県外 5.6%

不明 19.4%

＜地域別の提案状況＞
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媒体別 電子メール
Web

フォーム
手紙

はがき
ファックス その他 計

件　数 8 18 9 1 0 36

構成比 22.2% 50.0% 25.0% 2.8% 0.0% 100.0%

電子メール

22.2%

Web

フォーム

50.0%

手紙

はがき

25.0%

ファックス

2.8%

その他 0.0%

＜提案方法の状況＞

４ 提案方法の状況 

 

提案を提案方法別にみると、Webフォームが１８件と最も多く、次いで手紙・はがき

が９件、電子メール８件、ファクス１件であった。 

 

                                   （単位:件） 
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５ 県民提案の検討・対応状況〔総括表〕 

 

    寄せられた提案について担当部局で検討の結果、事業実施となったものは２件であ

った。 

 

  （単位:件） 

 

 

 

 

 

  ※端数処理の関係で構成比の合計は100%とならない。 

 

 

 

  

処理区分 事業実施 調査・研究 現行施策推進 困　難 その他 計

件　　数 2 2 26 2 4 36

構成比 5.6% 5.6% 72.2% 5.6% 11.1% 100.0%

事業実施 5.6%

調査・研究 5.6%

現行施策推進 72.2%

困 難 5.6%

その他 11.1%

＜県民提案の検討・応対状況内訳＞
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県民提案 案件一覧 

No. 受付日 件       名 
主たる 

担当部局 

1 4/1 動物愛護センターに放射線モニタリングポスト設置への提案 保健福祉部 

2 5/12 県の工業団地へのコージェネ＆省エネ提案 企画調整部 

3 5/18 児童相談所や一時保護所・児童養護施設等のコロナ対策について 保健福祉部 

4 6/1 新型コロナ及び今後の感染症対策のため、免許更新時の講習をオンライン化すべき 県警察本部 

5 6/4 山のグレーディングの公表について  商工労働部 

6 7/6 県警と県民が相互にやり取りできるシステムづくりを 県警察本部 

7 7/14  知事による PR（県産品の振興及び風評払拭） 総務部 

8 8/11 台風１９号等に関する災害対応検証委員会の報告にかかるご提案 危機管理部 

9 8/12 除染土壌再生利用の疑問  生活環境部 

10 8/12 被爆関連からの復興について  総務部 

11 8/13 県立高校においての治療と学習機会確保について 教育委員会 

12 9/1 郡山市 県道 17 号線の街路樹伐採について  土木部 

13 9/1 福島市 県道 310 号線の白線設置等について 土木部 

14 9/2 コロナ対策として福島県の日本酒応援企画 商工労働部 

15 9/30 引きこもりなどの支援について 保健福祉部 

16 10/2 安達東高校の統合化に対する新たな提案について 教育委員会 

17 10/9 温暖化対策（ウッドチップ舗装の導入） 生活環境部 

18 10/22 
大熊町復興の展開・進捗への県の強力支援について 

（国際教育研究拠点再生エネ施設などの誘致について） 
企画調整部 

19 10/22 
大熊町復興の展開・進捗への県の強力支援について 

（県立大野病院の早期再開について） 
保健福祉部 

20 10/27 太陽光発電所について ! 企画調整部 

21 11/4 中国野菜及び生薬の作付け拡大のお願い 農林水産部 

22 11/9 福島第一原子力発電所にある通称「処理水」私は「処理不十分水」という件 危機管理部 

23 11/9 廃炉後の福島第一原子力発電所の件 危機管理部 

24 11/9 中間貯蔵所返還後の件 生活環境部 

25 11/9 帰宅困難地区の計画除染の件 生活環境部 

26 11/9 県立大野病院を核に大熊町に医療特区を設置する件 企画調整部 

27 11/9 国際教育研究所誘致の件 企画調整部 

28 11/9 デジタル庁誘致の件  企画調整部 

29 11/9 あぶくま北部高原道路 土木部 

30 11/17 本県の将来について   企画調整部 

31 11/20 こどもの医療費の窓口支払いを全県下共通で無料化することについて 保健福祉部 

32 12/7 県立高校普通科コース制導入について 教育委員会 

33 2/8 福島県の動物愛護施策と YouTube 広告収入について  保健福祉部 

34 3/9 県ホームページ（トップページ）に SNS コーナーを 総務部 

35 3/11 動物愛護施策及び財源確保について 保健福祉部 

36 3/29 ファーマーズマーケットの実施（農業の振興）について 農林水産部 
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７ 事業実施となった主な提案及び回答 

 

福島市 県道310号線の白線設置等について 

（提案） 

 県の道路に関しての要望です。 

 県道310号線福島市東中央から笹木野に向かっての道路の白線を書いて欲しいの

です。東中央地内は白線が書いていないのですが、笹木野や八島田の領域になると

書いてあります。交通量も多く街灯もあるかないか分からない感じで自転車も意外

といて車もスピードを出すのが多いのです。 

 それと、福島市郷野目交差点も停止線のみで中央線が書いてありません。書いて

いないために走り方が分からず直進と左折、右折どこに車を進めるのがいいのか分

からない車がいて渋滞や混雑のきっかけを作っているのです。矢印や中央線もきち

んと書いてもらいたいです。以上2件、検討ではなくやってもらいたいです。 

           （令和2年8月30日 県北地方） 

（回答） 

 日頃から福島県の道路行政に御理解と御協力を頂き有難うございます。 

 また当該箇所について、情報提供有難うございました。 

 ご提案頂きました２箇所の内、県道３１０号（庭坂福島線 東中央-笹木野）につ

きましては、県北建設事務所において、区画線の設置を計画しているところであ

り、今年度も一部区間について、同路線の中でも優先性の高い箇所から設置を進め

て行く予定であります。 

 郷野目交差点についても同様に区画線の設置を計画しているところであり、２箇

所とも今年度内に施工する予定であります。 

 周辺の皆様の御協力が必要となることもあるかと思いますので、今後とも、御理

解と御協力のほどよろしくお願いします。 

        （令和2年9月9日 土木部 道路管理課） 
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郡山市 県道17号線の街路樹伐採について 

（提案） 

 郡山市堂前地にある、「福島縣商工信用組合(けんしん)本店」傍の街路樹、プラ

タナスの枝葉が繁って徒歩ですと歩行者用信号機も自動車用信号機も見えにくいで

す。枝を少し切り落としてください。枝葉に隠れてしまっていて、近づいても歩行

者用が赤か青か分かりづらく、車と接触しそうになりました。 

宜しくお願いいたします。 

（令和2年9月1日 50代 県中地方） 

（回答） 

 日頃から福島県の道路行政に御理解と御協力を頂き有難うございます。 

 また当該箇所について、情報提供有難うございました。 

 県道１７号線の｢県商工信組｣近辺の街路樹につきましては、現在県中建設事務所

において剪定作業を計画しているところであり、９月中に着手する予定でありま

す。現場対応の際には、周辺の皆様の御協力が必要となることもあるかと思います

ので、今後とも、御理解と御協力のほどよろしくお願いします。 

      （令和2年9月9日 土木部 道路管理課） 

 


